
研究科 /Graduate School 先端総合学術研究科 
課程 /Program  
専攻・コース等 /Major, Course 先端総合学術専攻 
⼊試⽅式 /Admission Method ⼀般⼊試 
試験科⽬ /Exam Subject 専⾨科⽬ 
実施⽇（試験⽇） /Exam Date 2025 年 9 ⽉ 7 ⽇ 

解答⼜は解答例及び出題意図 
Answer or example of answer  

Intent of the question 
（試験問題⾃体を公開しない場合はその理由） 

(Reasons for not publishing exam questions) 
１．用語の説明（12 問中３問を選択して 400 文字以内で説明する） 

 

本研究科の４領域（公共領域、生命領域、共生領域、表象領域）に関連するキーワードを選び、

説明する。それぞれの領域の基本的な知識と論述力を確認する。 

 

２．4 つの設問のうち、一つ選んで 1000 字から 1500 字以内で論述させる問題。 

 

①社会運動の生起、維持、進展に寄与する条件について、少なくとも 3 つの要因に焦点を

あて、それらの相互作用を検討しながら論述せよ。 

 社会運動に関わるテーマについて、時々の社会問題に関連させつつ、先行研究理解を

敷衍しながら論理的な説明をする能力があるかを確認する。 

 

②生殖細胞へのゲノム編集が引き起こす倫理的課題について論述せよ。 

 生命領域に関するキーワードを使って、具体的事例を検討し、ものごとを批判的に分析 

 する思考力と論述力を確認する。 

 

③村落観光における景観整備（伝統家屋の保全、インフラの外観統一など）について、利

点と問題点の双方に言及して批判的に論述せよ。 

 共生に向けた可能性について、設問に示された事象に即して具体的に思考し、学術的用 

 語を適切に用いて論述する基礎的研究能力を確認する。 

 

④あなたの研究において、研究対象をどのように「読む」か具体例を挙げて論述せよ。 

 抽象的な論題を具体的事例に結びつけた上で、文化論的分析を展開する思考力と論述 

 力を確認する。 

 
 

 



研究科 /Graduate School 先端総合学術研究科 

課程 /Program  

専攻・コース等 /Major, Course 先端総合学術専攻 

入試方式 /Admission Method 一般入試 

試験科目 /Exam Subject 小論文 

実施日（試験日） /Exam Date 2025 年 9 月 7 日 

解答又は解答例及び出題意図 

Answer or example of answer  

Intent of the question 

（試験問題自体を公開しない場合はその理由） 

(Reasons for not publishing exam questions) 

 

（１）日本語 

 

本研究科において先行研究を踏まえながら自律的に研究を遂行する上で必要となる文献の読

解能力と、その知見を自らの研究に適用する応用力と、論理的に思考を説明する表現力を問う

た。 

 

 

 

（２）英語 

Intent of the questions: 

 
The questions are designed to assess how well the candidates a.) understand the text 
and its arguments; b.) are able to apply the concepts presented in the text to examples 
familiar to them; and c.) are able to position themselves towards the theoretical 
perspectives and concepts presented in the text. 
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解答⼜は解答例及び出題意図 
Answer or example of answer  

Intent of the question 
（試験問題⾃体を公開しない場合はその理由） 

(Reasons for not publishing exam questions) 
１．用語の説明（12 問中３問を選択して 400 文字以内で説明する） 

本研究科の４領域（公共領域、生命領域、共生領域、表象領域）に関連するキーワードを選び、

説明する。それぞれの領域の基本的な知識と論述力を確認する。 

 

２．4 つの設問のうち、一つ選んで 1000 字から 1500 字以内で論述、説明させる問題。 

①社会秩序を成立させる要因を二つ以上取り上げ、それらを比較させながら、社会秩序の成立

について説明せよ。 

社会秩序の成立要因を具体的に取り上げ、その成立について説明をすることによって、基礎的

な思考力と論述する力を確認する。 

 

②自己責任の否定的な側面について具体例を挙げて自由に論述せよ。 

生命領域に関するキーワードを使って、具体的事例を検討し、ものごとを批判的に分析 

する思考力と論述力を確認する。 

 

③自然を「資源」や「商品」として扱うことは、地域社会にどのような変化をもたらすか。具体的な

事例を挙げて論述せよ。 

共生に向けた可能性について、設問に示された事象に即して具体的に思考し、学術的用  

語を適切に用いて論述する基礎的研究能力を確認する。 

 

④作品評価において「伏線回収」を重視することの利点と限界を論述せよ。 

抽象的な論題を具体的事例に結びつけた上で、文化論的分析を展開する思考力と論力を確認

する。 
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入試方式 /Admission Method 一般入試 

試験科目 /Exam Subject 小論文 

実施日（試験日） /Exam Date 2026 年 2 月 1 日 

解答又は解答例及び出題意図 

Answer or example of answer  

Intent of the question 

（試験問題自体を公開しない場合はその理由） 

(Reasons for not publishing exam questions) 

 

（１）日本語 

本研究科において先行研究を踏まえながら自律的に研究を遂行する上で必要となる文献の読

解能力と、その知見を自らの研究に適用する応用力と、論理的に思考を説明する表現力を問う

た。 

 

 

（２）英語 

ntent of the questions: 
The questions are designed to assess how well the candidates a.) understand the text 
and its arguments; b.) are able to apply the concepts presented in the text to examples 
familiar to them; and c.) are able to position themselves towards the theoretical 
perspectives and concepts presented in the text. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


